
謹

賀

新

年

平
成
31
年
は
「
亥
年
」
、
十
二
支
の
中

で
も
最
後
の
年
で
す
。

十
二
支
を
植
物
の
一
生
と
考
え
る
と
、

戌
年
で
た
わ
わ
に
実
っ
た
果
実
が
種
子
と

な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
て
次
の
世
代

へ
と
向
か
う
準
備
を
す
る
と
い
う
意
味
の

年
で
す
。

ま
た
、
猪
の
肉
に
は
万
病
予
防
の
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
無
病

息
災
の
意
味
が
生
じ
、
猪
の
猪
突
猛
進
な

性
格
か
ら
、
勇
気
と
冒
険
の
象
徴
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

新
し
い
一
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
よ
り

よ
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

保
育
園
で
交
通
安
全
教
室
を

実
施

12
月
20
日
（
木
）
に
永
慶
保
育
園
及
び

み
ど
り
保
育
園
の
園
児
を
対
象
に
、
交
通

安
全
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

東
由
利
駐
在
所
の
警
察
官
が
映
像
を
使
っ

て
園
児
と
対
話
を
し
な
が
ら
、
横
断
歩
道

の
左
右
確
認
な
ど
交
通
安
全
に
つ
い
て
お

話
し
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す
い
お
話
に
園

児
は
交
通
安
全
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
よ
う
で
し
た
。

交
通
安
全
・
防
犯
合
同
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施

12
月
20
日
（
木
）
に
交
通
安
全
協
会
東

由
利
支
部
及
び
防
犯
協
会
東
由
利
支
部
が

合
同
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

東
由
利
地
域
内
の
金
融
機
関
や
飲
食
店

等
を
巡
回
し
、
交
通
事
故
や
特
殊
詐
欺
被

害
の
防
止
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
交
通
指
導
車
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
や
道
の
駅
東
由
利
に
お
い
て
運
転
者
に

安
全
運
転
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

HIGASIYURI SOUGOUSISYO DAYORI

総合支所だより

第３５５号

２０１９
１月１日発行

東由利老方
字橋脇112

由利本荘市
東由利総合支所

※住民基本台帳世帯数・人口は、１５日号に掲載します。

道の駅東由利でチラシを配布

熱心に警察官の話を聞く園児たち

青
少
年
育
成
由
利
本
荘
市
民

会
議
開
催
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

▼
小
学
校
の
部

入
選

た
す
け
あ
い

今
こ
そ
君
の

行
動
で

（
東
由
利
小
４
年

大
日
向

さ
と
り
）

▼
中
学
校
の
部

佳
作

防
犯
対
策

頼
り
に
な
る
の
は

地
域
の
目

（
東
由
利
中
１
年

石
渡

穣
）



八
嶋
製
作
所
秋
田
第
２
工

場
が
完
成

鋼
製
階
段
や
手
す
り
、
標
識
、
看
板
な
ど

の
製
作
加
工
販
売
を
行
っ
て
い
る(

有)

八
嶋

製
作
所
（
八
嶋
久
孝
社
長
）
が
東
由
利
黒
渕

の
秋
田
工
場
隣
接
地
に
建
設
し
て
い
た
秋
田

第
２
工
場
が
完
成
し
、
来
月
中
旬
に
稼
働
を

始
め
ま
す
。

同
社
は
昭
和
44
年
に
東
京
都
大
田
区
で
創

業
。
昭
和
54
年
に
法
人
設
立
し
、
平
成
元
年

に
秋
田
工
場
を
設
置
。
東
京
の
本
社
と
東
由

利
の
工
場
が
あ
り
ま
す
。

秋
田
工
場
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
や
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
店
な
ど
の
看
板
を
製
作
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
従
業
員
は
東
京
15
人
、
東
由
利
25

人
で
、
第
２
工
場
の
新
設
に
よ
り
、
新
た
に

10
人
ほ
ど
を
雇
用
す
る
計
画
で
す
。

「
台
山
遺
跡
の

発
掘
調
査
事
業
」
報
告
会

東
由
利
地
域
の
交
流
人
口
増
加
と
、
そ
の

波
及
効
果
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
具
体
策
の

実
践
的
モ
デ
ル
と
し
て
昨
年
「
東
由
利
の
遺

跡
を
発
掘
調
査
す
る
会
」
（
小
野
純
恵
代
表
）

が
実
施
し
た
体
験
型
観
光
、
「
台
山
遺
跡
の

発
掘
調
査
事
業
」
の
報
告
会
が
12
月
19
日

（
水
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

報
告
会
に
は
、
48
人
が
参
加
。
発
掘
調
査

事
業
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
携
わ
っ
た
元

秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
の
大
野

憲
司
氏
に
よ
る
、
事
業
の
報
告
・
成
果
・
台

山
遺
跡
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
今
後
の
遺
跡
を
活
用
し
た
観
光
ビ
ジ
ネ

ス
の
展
望
・
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室
を

開
催
し
ま
す

▼
日
時

１
月
18
日
（
金
）
13
時
～
15
時

▼
場
所

東
由
利
総
合
支
所

２
階

▼
テ
ー
マ
・
内
容

講
話
と
実
技

【
冬
場
の
運
動
不
足
解
消
】

室
内
で
で
き
る
軽
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ

※
講
話
の
前
に
、
血
圧
測
定
を
行
い
ま
す
。

▼
講
師

佐
々
木

も
と
子

氏

（
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
対
象
者

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
必
要
な
も
の

動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、

タ
オ
ル
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
水
や
お
茶
、

血
圧
手
帳

▼
申
込
み

１
月
11
日
（
金
）
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

※
会
場
ま
で
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込

み
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

(

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

69
‐
２
１
１
７)

ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
教
室

受
講
者
募
集

▼
開
催
日

①
１
月
15
日
（
火
）
②
１
月
19
日
（
土
）

③
１
月
22
日
（
火
）
④
１
月
26
日
（
土
）

▼
時
間

19
時
～
20
時(

18
時
30
分
受
付)

▼
場
所

大
平
ス
キ
ー
場

▼
対
象

保
育
園
・
幼
稚
園
～
小
学
生
、
一

般
（
ス
キ
ー
を
履
い
て
歩
け
る
方
）

▼
参
加
料

１
日
に
つ
き
一
般
６
２
０
円
、

小
学
生
以
下
３
１
０
円
（
リ
フ
ト
代
と
し
て
）

▼
定
員

各
日
先
着
30
人

▼
申
込
締
切

１
月
８
日
（
火
）
正
午

※
事
前
申
込
み
な
し
で
、
当
日
来
ら
れ
た
方

は
受
講
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

(

教
育
学
習
課

69
‐
２
３
１
０)

自
主
上
映
会
「
あ
し
た

に
な
れ
ば
。
」
開
催
し

ま
す

▼
日
時

１
月
12
日
（
土
）

▼
上
映
時
間

①
９
時
50
分
～

②
13
時
20
分
～
（
各
90
分
）

▼
場
所

有
鄰
館

(

教
育
学
習
課

69
‐
２
３
１
０)

完成した秋田第２工場

大野氏の説明を受ける参加者

永慶ひろばを開催します

１月の「永慶ひろば」は「お店屋

さんごっこ」です。

保育園に入っていないお子さん

はどうぞ遊びに来てください。

▼日時 １月２２日（火）

９時３０分～１１時００分

▼場所 永慶保育園

（永慶保育園 ６９-３１０１）



第
27
回
高
橋
宏
幸
賞

授
与
式

12
月
16
日(
日
）
に
有
鄰
館
に
て
「
第

27
回
高
橋
宏
幸
賞
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン

ク
ー
ル
授
与
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
感
想
文
の
部
29
点
、

感
想
画
の
部
２
７
０
１
点
、
合
計
２
７
３

０
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
上
位

三
賞
32
人
と
、
団
体
賞
３
団
体
に
賞
状
と

副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

感
想
画
の
審
査
に
あ
た
っ
た
審
査
員
長

の
秋
田
大
学
名
誉
教
授

佐
々
木
良
三
氏

は
、
「
各
作
品
か
ら
読
み
取
れ
る
子
ど
も

た
ち
の
心
の
中
の
や
さ
し
さ
や
独
創
性
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
作
品
ご
と
に

講
評
し
、
今
後
の
創
作
に
期
待
し
て
い
ま

し
た
。

最
後
に
は
、
感
想
文
の
部
で
メ
ル
ヘ
ン

賞
を
受
賞
し
た
東
由
利
小
学
校
３
年
の
古

関
優
葵
さ
ん
が
受
賞
作
品
を
朗
読
し
、
授

与
式
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

優
秀
作
品
展
（
メ
ル
ヘ
ン
賞
・
ロ
マ
ン

賞
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞
・
レ
イ
ン
ボ
ー
賞
）

と
高
橋
宏
幸
氏
原
画
展
を
次
の
と
お
り
開

催
い
た
し
ま
す
。

《

東
由
利
会
場

》

▼
期
日

１
月
11
日(

金)

～
17
日(

木
）

▼
会
場

○
優
秀
作
品
展

東
由
利
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
「
ぷ
れ
っ

そ
」(

９
時
～
18
時
30
分
）

○
高
橋
宏
幸
原
画
展

黄
桜
温
泉
「
湯
楽
里
」
（
10
時
～
21
時
）

※
東
由
利
会
場
で
は
、
東
由
利
地
域
の
児

童
・
園
児
の
入
選
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

（
レ
イ
ン
ボ
ー
賞
は
東
由
利
地
域
作
品
の

み
）

《

市
文
化
交
流
館
カ
ダ
ー
レ

会
場

》

▼
期
間

１
月
25
日(

金)

～
28
日
（
月
）

▼
会
場

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
９
時
～

17
時
）
※
初
日
は
13
時
か
ら
、
最
終
日
正

午
ま
で

◎
東
由
利
地
域
の
受
賞
者
・
団
体
は
次
の

と
お
り
で
す
。

(

敬
称
略)

▼
感
想
文
の
部
（
小
学
生
）

【
メ
ル
ヘ
ン
賞
】
東
由
利
小
学
校

３
年

古
関
優
葵

【
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞
】
３
年

大
庭
弥
央
、

渡
辺
朝
陽

【
レ
イ
ン
ボ
ー
賞
】
５
年

渡
辺
杏
音

【
入
選
】
３
年

佐
々
木
か
な
の
、
４
年

小
松
聖
永
、
６
年

今
野
将
吾

▼
感
想
画
・
幼
児
の
部

【
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞
】
み
ど
り
保
育
園

年
長

渡
辺
陽
汰

【
レ
イ
ン
ボ
ー
賞
】
永
慶
保
育
園

年
中

佐
々
木
星
空
、
同
年
長

畠
山
愛
、
み
ど

り
保
育
園

年
長

小
野
心
暖

【
入
選
】
永
慶
保
育
園

年
少

佐
藤
リ
ズ
、

畠
山
敏
弥
、
同
年
中

柿
﨑
依
知
、
佐
藤

悠
生
、
畠
山
明
日
葉
、
同
年
長

遠
藤
美

葵

守
屋
琥
太
朗
、
み
ど
り
保
育
園

年
少

小
野
渚
紗
、
同
年
中

小
野
樹

▼
感
想
画
・
小
学
生
の
部

【
レ
イ
ン
ボ
ー
賞
】
１
年

高
橋
瑛
太
、

３
年

阿
部

匠
汰
、

阿
部
瑞
樹

【
入
選
】
１
年

遠
藤
苺
明
、
千
葉
希
瑠
、

渡
辺
龍
翔
、
３
年

遠
藤
玲
奈
、
大
庭
弥

央
、
小
野
暖
翔
、
佐
藤
重
吾
、
渡
辺
朝
陽

▼
団
体
賞

東
由
利
小
学
校

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
ご
応
募
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
も
ご
応
募
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～
ふ
る
さ
と
の
偉
人
～

童
話
絵
本
作
家
・
高
橋

宏
幸
展
が
開
催
さ
れ
ま

す
黄
桜
の
里
ひ
が
し
ゆ
り
活
性
化
委
員
会

（
小
野
克
弘

代
表
）
主
催
に
よ
り
、
東

由
利
出
身
の
童
話
絵
本
作
家
で
あ
る
高
橋

宏
幸
先
生
の
原
画
・
絵
本
等
の
展
示
が
行

わ
れ
ま
す
。
是
非
会
場
に
足
を
運
び
、
思

い
出
の
絵
本
を
手
に
取
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

▼
期
間

１
月
11
日
（
金
）
～
17
日
（
木
）

９
時
～
18
時
30
分

▼
場
所

東
由
利
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

「
ぷ
れ
っ
そ
」
催
事
コ
ー
ナ
ー

（
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
隣
）

▼
問
合
せ
先

「
黄
桜
の
里
ひ
が
し
ゆ
り
活
性
化
委

員
会
」
（
東
由
利
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

「
ぷ
れ
っ
そ
」
内

69-

３
２
６
６
）



1 火 元旦※総合支所閉庁～1／3

2 水
3 木
4 金 仕事始め

5 土
消防団出初式
大平スキー場営業開始

6 日
7 月
8 火 総合家畜市場

9 水
10 木
11 金 高橋宏幸賞作品展（～28日）

12 土 自主上映会

13 日 由利本荘市成人式（カダーレ）

14 月 成人の日

15 火
小学校・中学校始業式
ナイタースキー教室①

16 水
17 木

18 金
東由利小学校スキー教室
リフレッシュ教室

19 土 ナイタースキー教室②

20 日 冬季ペタンク大会

21 月
22 火 ナイタースキー教室③

23 水
24 木 東由利小学校スキー教室

25 金
26 土 ナイタースキー教室④

27 日 道の駅の日

28 月

29 火
市民とのふれあいトーク
ことぶき大学⑩

30 水
31 木

フ
ー
ド
ボ
ッ
ク
ス
（
食

品
回
収
箱
）
を
設
置
し

ま
す
。

～
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い

る
食
料
品
の
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
～

総
合
支
所
で
は
、
由
利
本
荘
市
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
市
民
ホ
ー

ル
に
フ
ー
ド
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
食
品
は
、
「
フ
ー

ド
バ
ン
ク
あ
き
た
」
を
通
じ
、
食
べ
物
の

確
保
に
困
っ
て
い
る
方
々
へ
の
支
援
に
活

用
さ
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
期
間

１
月
15
日
（
火
）
～
29
日
（
火
）

▼
場
所

東
由
利
総
合
支
所
１
階

市
民
ホ
ー
ル

▼
提
供
頂
き
た
い
食
料
品

穀
類
（
米
・
乾
麺
・
小
麦
粉
な
ど
）
、

調
味
料
・
缶
詰
・
お
菓
子
類
・
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
等

▼
食
料
品
の
条
件

包
装
や
外
装
が
破
損
し
て
い
な
い
も
の

生
鮮
食
品
以
外
の
も
の
、
未
開
封
の
も

の
、
賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
て
い
て
１
ヶ

月
以
上
先
の
も
の

▼
問
合
せ
先

由
利
本
荘
市
社
会
福
祉
協
議
会

庄
司
さ
ん

74-

７
４
７
０

「東由利総合支所だより」は由利本荘市の
ホームページからもご覧になれます。

また、東由利村・町で発行した広報誌を
市のホームページから閲覧できます。
閲覧可能な発行年は１９５５年（昭和３

７年）から２００５年（平成１７年）まで
です。

過去の振り返り、話題づくりにぜひご活
用ください。

納
期
限
の
お
知
ら
せ

市
・
県
民
税
第
④
期

国
民
健
康
保
険
税
第
⑦
期

納
期
限

１
月
31
日
（
木
）

口
座
振
替
日
は
納
期
限
日
と
な
り
ま

す
。
納
期
限
前
に
預
金
残
高
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
督
促
状
が
届
い
て
か
ら
税
金

を
納
め
る
方
は
督
促
手
数
料
（
100
円
）

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

市
税
・
国
保
税
の
納
付
は
、
便
利
な

口
座
振
替
が
お
す
す
め
で
す
。

東由利地域コミュニティ
バス（八塩線・法内線・大吹川線）

は、年末年始の期間、次のとおり運休とな
ります。
▼運休期間

１２月２９日（土）～
１月３日（木）


